
療養費・家族療養費請求書

　組合員又は被扶養者が公務によらず病気やケガをした場合、組合員証を使用することが

原則ですが次のような場合にやむを得ず全額支払ったときは現金給付として、療養費 ･

家族療養費 が支給されます。

※②、③については耐用年数および年齢による使用年数が定められていますので、２回目以降の購入

については支給対象外となる場合がありますので、作成前にお問い合わせください。

　注）領収書は原本を添付してください。

　　　⑤は日本語で作成されていない場合は、日本語の翻訳文も必要となります。

支払った金額の7割※相当分（円未満切捨て）

（ただし、厚生労働省の定める支給基準により算定します。）

※小学校入学前は8割相当分、70歳以上の高齢受給者は生年月日・所得に応じて7割～8割相当分

下記、搬送に関する費用については療養費･家族療養費の支給対象となります

・移送を必要とする意見書（短－１ページ）　・領収書(原本)

搬送については、最も経済的な通常の経路及び方法で移送された場合の

旅費に基づいて算定した額。 （現に要した費用の金額を限度とします）

算定方法： Ａ～Ｃ 移送費に基づく Ｄ 療養費に基づく

⑤ 旅券、航空券その他の海外に渡航した事実が確認できる書類の写し

Ｃ 同種死体腎移植術
死体（脳死体を除く）から移植のための腎採取を行う際に要した費用及
び搬送した場合に要した費用

内          容

主治医の同意書・施術証明書・領収書

目     的

はり・きゅう・マッサージ師などの施術
を受けたとき

Ａ 骨髄移植
骨髄採取を行う医師を派遣した場合における医師の派遣に要した費用及
び骨髄を採取した場合における搬送に要した費用

装着証明書 (装着必要証明書)・領収書

診療報酬領収済明細書又は診療報酬明細書・領収書

Ｂ

【 支 給 金 額 】

⑥

臍帯血移植 保存施設から移植実施保険医療機関までの搬送に要した費用

(靴型装具のみ現物の写真）

輸血の血液代を払ったとき
④

【 支 給 金 額 】

Ｄ 輸血用の血液
近辺から血液が得られないため、やむを得ず遠方から血液を取り寄せた
場合に要した費用（保存用の氷等は対象外）

【 添 付 書 類 】

事由

海外で診療を受けたとき

治療用装具を購入したとき

輸血を必要とする保険医の証明書・領収書

添付書類

海外療養の内容について照会することに関する同意書

（コンタクトレンズも含む）

①

②

③

やむを得ない事情で、組合員証を使用で
きなかったとき

（親子、夫婦、兄弟等の親族から提供を受ける場合は対象外）

診療報酬領収済明細書又は診療報酬明細書・領収書

９歳未満の｢弱視｣｢斜視｣の治療用眼鏡 保険医の作成指示書等の写し又は 保険医の証明書
（弱視、斜視等の明記がしてあるもの）・領収書
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療養に要した費用の
７割～１０割を記入

（1円未満の端数は切捨て）

【①～⑥およびDのとき】
組合員証、被扶養者証を病
院で提示した場合の自己負
担割合を１０割から差し引い
た割合
≪例≫
・７０歳未満の場合
１０割－３割＝７割

・小学校入学前の場合
１０割－２割＝８割

【A～Cのとき】

移送費に基づく(１０割)

組合員証を使用で
きなかった具体的
な理由を記入して
ください。

①⑤⑥のとき
診療を受けた日

②③のとき
保険医の診断日
④のとき
領収書の日付
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